
母集団から得た標本があり、ｎ個のうちｓ個が１，残りのｔ個が０とすると 
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 𝑟 1 − 𝑟 ≒ 𝑟 1 − 𝑟   ← 𝑛が大きいとき 

標準偏差𝑠は 𝑟 1 − 𝑟  

母集団が０と１からなる集団とします。 

母集団の平均値μ =
1+0+1+1+0+⋯⋯+0+0+1+0

𝑁
 = 𝑅 ←母比率 

母比率推定の前準備 



信頼度９５％で母平均μの推定値は 
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前ページの 
　μ = 𝑅 
  𝑥 = 𝑟 

  𝑠 = 𝑟 1 − 𝑟  を代入して 
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信頼度９５％で母比率𝑅の推定値は 



標本調査の結果、内閣支持率者は1250人中638人でした。 
実際に内閣支持率Rを推定せよ 
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信頼度９５％で母比率𝑅の推定値は 
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0.4826⋯ ≤ 𝑅 ≤0.5381⋯ 
 

      48.3% ≤ 𝑅 ≤ 53.8% 



 開票率１％で、なぜ「当確」を出せるか？ その理由は？ 
投票者が10万人いて、１０００人分（１％）を開票した時、立候補者Ａの得票率が0.6
であるとして説明せよ。 
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Rrn となる。の信頼度では以下の式はとする。真の得票率の得票率を、その中で立候補者Ａ開票数

再掲 


